
第１回
新しい加西病院を考える
市民ワークショップ

令和2年 11月
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『国・県の地域医療構想に向けた動き
大学派遣医師のトレンド』



本日の内容

1. 事務局説明

2. テーマについての基調講演（大道先生）

3. グループワーク

4. グループ発表

5. 考察・まとめ

2



第１回テーマについて

１．国・県の地域医療構想に向けた動き/

大学派遣医師のトレンド
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• グループワーク

テーマ：「なぜ、このような動きが出てきたのか。背景を考えよう」

• 大道先生 基調講演



国・県の地域医療構想に向けた動き/
大学派遣医師のトレンド

日 本 大 学 名 誉 教 授

大 道 久
（ＪＣＨＯ横浜中央病院名誉院長）



出典：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所のデータを元に厚生労働省が作成した資料
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参考）兵庫県の場合
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○地域医療構想の背景、なぜ地域医療構想が必要なのか？

医療における「2025年問題」
• 2025年とは団塊の世代が75才になる年
⇒医療・介護需要の最大化

高齢者人口の増加には大きな地域差
⇒同じ県内でも地域差があるため、県レベルだけでなく地域別の医療体制計画が必要

医療における「2040年問題」
・団塊ジュニア世代が65才以上（高齢者）となる年。2025年以降も全国的に少子
高齢化が継続し、1.5人の現役世代で1人の高齢者を支えるかたちとなる

⇒医師不足、過酷な医師の労働環境の見直し（働き方改革）という課題もあり、医療の
あり方を変える必要がある

資源（医師・看護師等）の効果的かつ効率的な配置を促し、急性期から回復期、慢
性期まで患者が、状態に見合った病床で、より良質な医療サービスを受けられる体
制を作ることが必要。⇒地域医療構想（地域包括ケアシステム）
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出典：兵庫県医師確保計画（令和２年）
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【



出典：令和元年の救急出動件数（総務省令和２年）
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週５日 ８時間労働
＝週４０時間



テーマ：国・県の地域医療構想に向けた動き/大学派遣医師のトレンド

17


